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鳥羽商船高等専門学校 校長 

林  祐 司 

三重県では産学官連携のもと、 ICT(Information and Communication 

Technology)や IoT（Internet of Things）を活用した既存産業の活性化（第四

次産業革命）に向けた新たな戦略の展開と、航空・宇宙産業を中核とする新

産業関連企業の誘致が進められています。 

また、これらの第四次産業革命の推進と新産業関連企業に県内からの人

材供給を目標としており、その実現のためには、県内にある高等教育機関が

当該分野の人材を育成することが必須といえます。三重県中・南部におけ

る、生産年齢人口減少を食い止めるために、若者の地元定着促進が大きな

課題となっている今、本校では人材供給先を、第四次産業革命を担う新産

業関連企業におき、地域との連携を強め、地域の発展に貢献できる高専を

目指しています。 

地域に貢献できる人材を育成するためには、柔軟な課題解決力や創造力

に繋がる論理的思考力を身につけることが重要であり、本校では入学して直ぐ

に集中的に教育するカリキュラムを開発し、実行しているところです。 

同時に、社会の変革に柔軟に対応するためにグローバルな思考の涵養も同カリキュラムに不可欠な要素とな

っています。また、平成31年4月に改組、新設される情報機械システム工学科のみならず、グローバルな人材

の育成を目指す商船学科においても入学後直ちに集中的に論理的思考力を身につける教育を展開します。 

そうした中、独立行政法人国立高等専門学校機構において実施されている“KOSEN（高専）4.0”イニシアティ

ブ事業において、本校では論理的思考力を身につけるプログラミング技術やものづくり技術を活用して、農業・水

産業・観光業・海運業向けの地域連携のPBL（Project-Based Learning）に取り組んでいます。その取組過程や

成果は、本校のHPや発表会等を通じて逐次情報公開しており、それら多くの知見が各高専の教育改革の一助

となれば幸甚です。 
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II. “KOSEN（高専）4.0“イニシアティブについて 

 

 

“KOSEN（高専）4.0”イニシアティブは「新産業を牽引する人材育成」、「地域への貢献」、「国際化の加速・推進」

の 3 つの方向性を軸に、場合によっては複数の方向性を組み合わせ、各高専の強み・特色を伸長することを目的

として、高専機構が実施している事業である。 

 

各高専は、第 4期中期目標期間（平成 31年度からの 5 年間）に向けたカリキュラムの改訂や組織改編などを

伴う取組を通じて、各校の在り方・役割（ミッション）を自ら見つめ直すことが期待され、第4期中期目標期間までの

約 2年間を準備期間と位置付け、重点的に支援を受ける。 

 

平成 29 年度には全国 51 の国立高専より 96 事業が提案された内 37 事業が採択されており、平成 30 年度

には全国 49 の国立高専より 78 事業が提案された内 34事業が採択されている。 

本校では、平成 29 年度に「第４次産業革命を促進するプログラマ育成と地域活性モデル」が採択され、２年間

の取り組みとして、地域の自治体・企業と連携したＰＢＬ、論理的思考能力を育成するための集中したプログラミン

グ教育等を行ってきた。 
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III. 事業概要 

 

 

本事業は、農林水産・観光業が盛んな三重県の抱える課題を PBL1で解決し、学生の技術向上はも

ちろん、地域貢献を通じ、地域の知の拠点となることを目的とするものである。 

具体的には、入学後半年間、集中したプログラミング教育を実施することで、論理的思考能力を育成

し、あらゆるものがインターネットにつながり、リアルタイムでデータのやりとりを行う「IoT」や集積されたデー

タを分析し、制御などを自動的に行う「AI」の原理と活用法を基盤として定着させる。また、将来軸足を

置く、機械工学・電気電子工学・情報工学および、海事海洋分野について、それぞれの応用分野を意

識しつつ、自らがどのような技術者となるのかを見定め、個人の特性に合わせて多彩なカリキュラムを選

択できる仕組みを構築する。 

一方で、獲得していく知識や技術は、地域・企業と協働で実際の課題解決に取り組むプロジェクトチー

ムへの参加を通じて磨き上げる。IoT や AI を活用した新たな仕組みを提案・設計・開発し、実際の保守

運用を通じて第４次産業革命に対応可能な人材を育成するだけでなく、新産業創出も目指し、地域に

役立つ高専の地位を確立する。三重県で盛んな農林水産業、観光業などをターゲットに第 4 次産業革

命を巻き起こす人材を育成することが最終的な本事業の目指すところである。 

 

 

 

      事業概要 

  

                             
1 ＰＢＬとは、Project-Based Learning の略「課題解決型学習」のことであり、アメリカの教育学者のジョン・デューイ

の学習理論である。「講義形式教育」とは一線を画する。 
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IV. 事業の実施体制 

 

校長、教務主事、研究主事及び各科からの選出委員による点検評価委員会を構成し、開発する教

育プログラムにおける講義等の実施内容について評価指標を設定して評価するとともに、学生提出レポ

ート及び授業アンケートから評価する。さらに、外部有識者で構成する運営諮問会議にて、評価及び提

言を受ける。 

 

実施体制 

 

学外機関と連携して外部評価委員会を組織し、教育の効果を評価する。また、実社会で活用可能

となった事例数や各種コンテストへの出展数、受賞回数はもちろん、関連事業者のヒアリングにより評

価を行う。 

 

連携機関 
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V. 成果報告 

Ⅴ－１ フォーラム開催 

 

平成３１年２月２２日（金） 鳥羽商船高等専門学校 

視聴覚室にてイニシアティブフォーラムを開催した。基調

講演には、三重大学 地域人材教育開発機構 東 大

史氏をお招きし、「できることを小さく始める Done is 

better than Perfect のススメ」をテーマにご講演いただい

た。また、パネルディスカッションでは、「鳥羽商船高等専

門学校の特徴を生かした地域連携事業とは？」をテーマ

にご討議いただいた。 

当日は、ポスターセッションや取り組み紹介の時間を

設け、本校教員や学生が取り組んでいる研究について知

っていただく良い機会にもなった。 

 

 フォーラム ポスター 

（１）基調講演 

「できることを小さく始める Done is better than Perfect のススメ」 

 

三重大学 地域人材教育開発機構 東 大史 氏 

 

自身のビジネスマンとしての経験を通して、「大企業における課題を克服する方法」のお話から、 

「地方で行った地域ビジネスモデルの具体的事例紹介」「課題解決における組み合わせについて」 

「ビジネスモデルの変化」「これからの鳥羽のビジネスチャンス」についてそれぞれの項目に分けてお話し頂いた。 
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基調講演の様子 
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（2）取り組み紹介 

 

１ 害獣檻の自動作動のための位置・頭数推定 制御情報工学科 佐伯 元規 

２ ドローンと水中カメラを利用したアカモクの資源管理 制御情報工学科 齊藤 勇馬 

３ 海面養殖業者向け自動給餌の人工知能化 制御情報工学科 河口  祭 

４ 漁獲カゴの遠隔作動システムの開発 制御情報工学科 磯部 有佑 

５ 牡蠣養殖のための画像収集システムの開発 制御情報工学科 橋爪 郁也 

６ 『TMK ミライデザインプロジェクト』MACHISHIRU QUEST の開発 制御情報工学科 山本 一稀 他 

７ ドローン空撮によるカンキツ収量と水分ストレスの推定 制御情報工学科 中山 和樹 

８ 山間村の水田を対象とした畦の草刈りロボットの試作 電子機械工学科 志内 秀行 

９ 沿岸部での可燃性漂流物を利用した独立型発電装置の試作 電子機械工学科 永井   仁 

１０ 圧電素子を用いた波力発電装置の製作と検討 生産システム工学専攻 淺井 康平 
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1. 害獣檻の自動作動のための位置・頭数推定 

制御情報工学科 佐伯 元規 
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２．ドローンと水中カメラを利用したアカモクの資源管理 

制御情報工学科 齊藤 勇馬 
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３．海面養殖業者向け自動給餌の人工知能化 

制御情報工学科 河口  祭 
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４．漁獲カゴの遠隔作動システムの開発 

制御情報工学科 磯部 有佑 
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５．牡蠣養殖のための画像収集システムの開発 

制御情報工学科 橋爪 郁也 
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６．『TMK ミライデザインプロジェクト』MACHISHIRU QUEST の開発 

制御情報工学科 山本 一稀 他 
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７．ドローン空撮によるカンキツ収量と水分ストレスの推定 

制御情報工学科 中山 和樹 
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８．山間村の水田を対象とした畦の草刈りロボットの試作 

電子機械工学科 志内 秀行 
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９．沿岸部での可燃性漂流物を利用した独立型発電装置の試作 

電子機械工学科 永井   仁 
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１０．圧電素子を用いた波力発電装置の製作と検討 

生産システム工学専攻 淺井 康平 
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取り組み紹介の様子 
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（3）ポスターセッション 

 

１ マイクロバブルを利用したイタボガキの養殖（夏季） 商船学科 中西   聖 

２ 浮遊式海流発電水車システムの特性に関する研究 商船学科 近藤 貴也 

３ 牡蠣殻を利用した断熱塗料の基礎的研究 商船学科 橋井 太志 

４ 乗客船向け AR技術を用いた地物情報表示アプリの開発 商船学科 中村 海斗 

５ 船員災害の防止を目的としたドローンの活用と可能性に関する研究 商船学科 大西 拓哉 

６ ３６０度画像を用いた船内公開の方法の提案 商船学科 高澤 友希 

７ 指向性音源を用いた害獣対策システム 電子機械工学科 岡   大祐 他 

８ レーザセンサを用いた害獣対策 電子機械工学科 新開 皓太 他 

９ 圧電素子を利用して地震を感知し、LED 看板等を点灯 電子機械工学科 岩間 香月 他 

１０ 防災倉庫における備品在庫数の管理の簡略化システムの制作 電子機械工学科 濵口 大輝  他 

１１ 簡易水位計の製作 電子機械工学科 河原 智弘 他 

１２ 自動地震時解錠ボックス(AESUbox) 電子機械工学科 山本   汰 他 

１３ 鳥羽市であまり知られていない観光地の看板作り 電子機械工学科 片出   陸 他 

１４ アワビの漁獲量を上昇させるには？ 電子機械工学科 石山 拓矢 他 

１５ 備蓄庫を機械的に開錠する 電子機械工学科 石原 瑞輝 

１６ 低電力で観光地への経路を表示する三次元案内装置の試作 電子機械工学科 飯田 慎也 他 

１７ 直径計測アプリ:バウムクーヘン 制御情報工学科 中尾 元春 他 

１８ 『TMK ミライデザインプロジェクト』MACHISHIRU QUEST の開発 制御情報工学科 山本 一稀 他 

１９ 環境発電を用いたセンサネットワークの構築Ⅱ 制御情報工学科 中村 知華 

２０ 漁獲カゴの遠隔作動システムの開発 制御情報工学科 磯部 有佑 
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2１ スマートフォンによる海苔養殖筏の自動監視 制御情報工学科 尾崎 瑠海 

2２ 海苔の色落ち判定のための補正技術開発 制御情報工学科 フィンセン 

2３ 海面養殖業者向け自動給餌の人工知能化 制御情報工学科 河口   祭 

2４ ドローンと水中カメラを利用したアカモクの資源管理 制御情報工学科 齊藤 勇馬 

2５ 害獣頭数推定による檻の自動作動 制御情報工学科 佐伯 元規 

2６ 自動給餌による獣害捕獲方法の検討 制御情報工学科 世古口 英大 

2７ 牡蠣養殖のための画像収集システム -ハードウェアの開発- 制御情報工学科 濵口 遼平 

2８ 牡蠣養殖のための画像収集システム -ソフトウェアの開発- 制御情報工学科 橋爪 郁也 

2９ ドローンと Deep Learning を用いたカンキツ樹体の収量推定システム開発  制御情報工学科 中山 和樹 

3０ ドローンと Deep Learning を用いたカンキツ樹体の水分ストレス推定システム開発 制御情報工学科 清水 康平 

3１ ディープラーニング学習モデルにおける学習過程の可視化 制御情報工学科 河合 輝也 

3２ 機械学習器を用いたカンキツ樹体画像領域の検出 制御情報工学科 勝田 百香 

3３ 農作業技術継承マニュアル動画の自動注釈機能についての研究 制御情報工学科 柴原   凱 

3４ Deep Learning を用いた春夏ニンジン育成支援システムの開発 制御情報工学科 藤浪   薫 

3５ 定置網の水揚げ予想 AI を活用した漁業活性 制御情報工学科 高松 諭利 他 

3６ AI（愛）ウォーター 〜地域農業の問題を解決します〜 生産システム工学専攻 畑   匠音 

3７ 高品質柑橘栽培に貢献する植物体モデルの構築 生産システム工学専攻 大北 悠人 

3８ バイスタティックライダーによる雨雲観測システムの開発 生産システム工学専攻 渡辺 雄斗 

3９ LEGO MINDSTORMS EV3 を用いた制御教育システムの開発 生産システム工学専攻 太田 拓文 

4０ モータ制御実習システムの製作 生産システム工学専攻 堀口 優 
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Development of Remote Control System of Fishery Basket
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Artificial Intelligence of Automatic Feeding for Sea Farmers
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[1]GitHub - matterport/Mask_RCNN: Mask R-CNN
for object detection and instance segmentation
on Keras and TensorFlow
https://github.com/matterport/Mask_RCNN
[2] COCO - Common Objects in Context
http://cocodataset.org/#home- 52 -
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ポスターセッションの様子 1 
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ポスターセッションの様子 2 
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（４）パネルディスカッション 

「鳥羽商船高等専門学校の特徴を生かした地域連携事業とは？」 

昨年度基調講演講師を務めていただいた、三重大学 坂本 竜彦氏の進行で、皇學館大学 千田 良仁氏より

現在皇學館大学で取り組まれているＣＬＬ活動についてのお話を頂いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皇學館大学 教育開発センター 

 千田 良仁 氏 

 

 

■皇學館での取り組み 

皇學館ではＣＯＣ授業の一環で地域の人達と一緒に、地域課題に取り組む活動を 5年前より行っています。 

特徴的なものにＣＬＬ活動というのがあります。伊勢志摩地域をフィールドにして地域に学生がはいってサポートをし

たり、自分たちで事業を起こしたりしてプロジェクトを行います。 

これを授業として、カウントし、それを卒業まで活動した時間を検証していき、活動証明書を発行しています。 

この活動証明書を学生が就職活動に活かしたりしています。平成 29年度には 27 の活動を行っていました。 

 

■日本酒プロジェクト 

皇學館では地域の人と課題を明らかにし、観光などのＰＲにつかう活動の一環で学生と一緒にお酒造りを行って

います。地域 100％でお酒をつくろう、ということでﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで田んぼを借りて、地元の酒蔵さんに持ち込んでお酒を

造り、大学内や地域のイベント等で販売をしています。この活動を通じて、学生が田植え、稲刈りに関わり、日本の酒

造りを学びながら地域の歴史文化を学ぶ機会ににもなりました。この活動に皇學館では難しい技術的な検証等で鳥

羽商船高等専門学校の学生にも関わって頂きたいと考えています。 

 

■イノベーションを生み出す場の提供 

文系の大学や技術系の学校、色んなジャンルの人が集まることで一緒になって課題を解決してく場所を作ってい

くのが重要だと考えます。 

今後この活動をもっと改善させて地域の自治体、学校がタッグを組み、必要な課題を洗い出した上で、学生を巻

き込み、地域の課題を解決していこうという取り組みを、学生がしっかりと研究できるように波及させていこうと思って

います。 
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鳥羽市長 中村 欣一郎氏より、市長として構想されている地域連携についてお話を頂いた。 

 

 

鳥羽市長  

中村 欣一郎 氏 
 

 

■人口推移マップの作成と活用 

地域の人口推移マップを作成頂くことでそれを鳥羽市の施策に活用することが出来ます。どの地区に高齢者や

障害を持った方がいるのか把握しやすいデータを作ることで災害の際やバス等の交通機関の時刻ダイヤ、停留所

の必要可否等活用出来る情報となります。 

■災害時に必要とされる技術と役割の在り方 

機械の方で相談させて頂いているのは、災害時、トイレはあるのに、送水ポンプが動かない場合、それを動かす

為の仕組みを避難者が作れるようには出来ないだろうか、方法としては外部電源を繋ぐ、のではなく避難している人

達が自転車を漕ぐなどの形で避難所を活性化させ、自分たちで電気を作る形にしていきたい。 

■離島と観光地の車問題と試み 

離島のカーシェアリング、離島に住む人達は本土側にも車と駐車場を確保されている。その数 600 台あります。

毎日乗る人はそれで良いが、月に2-3回しか乗らない人もいる、観光地なので駐車場が足りない、カーシェアリング 

をすることでその内の1割が参加するだけでも60台分浮き、車の車種も、様々選べて利便性が上がり、三方良しに

なります。定期船や、フェリーの連携を考えれば更に効果は上がると思います。 

■鳥羽湾のゴミの監視と空を飛ぶ車の話 

伊勢湾上の漂流ごみが鳥羽市、特に桃取地区に漂着し、問題になっています。ドローンの自動航行で漂着ごみ

を遠隔監視すればこの問題は簡単かな、と思います。 

空飛ぶ車の話、全国で実験場所が２か所程候補に挙がり、三重県の中では離島のある鳥羽市も候補に挙がっ

ています。交通の利便性から、研究に便利な場所は鳥羽と思っております。大きなドローンを修理する場所を求め

ております。 
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基調講演をして頂いた、三重大学 地域人材教育開発機構 東 大史氏より、独自産業の捉え方、 

そして鳥羽の特徴のひとつである海女に注目した地域連携事業のお話を頂いた。 

 

 

三重大学 地域人材教育開発機構  

東 大史 氏 

 

■地産地消ではなく地消地産 

よく“独自産業化”とか霞が関方面から言われてきます。そういった行政用語が流布されて、全国それがム

ードで流されていると思うのですが、私は逆だと思います。 

まず地方にあるものを見つけたうえで制度をどう利用していくかだと思います。考え方としては「地産地消」 

から「地消地産」として考えていきます。地域に確実にある商品を飲食するわけです。地元の人は地元の水産

物をちゃんと食べているのか、お酒は地元のもの買っているのか等を分析します。すると実は鳥羽の人は外か

らお酒をを買っていたとか分かるわけです。そういったところに対して、地域の中でお金を回せないか、と考え

て、他の地域は何をしているんだろうという情報収集をする。飛騨地域では信用組合が飛騨の中でお金を回

している方法として、地域通貨を流通させています。 

中央から話が来て、やってしまう、これは一番やってはいけない失敗のパターンです。 

自分達の意思を持って、中央が何を言ってこようが独自性を持つ所が、独自の路線を中央の論理を活用

しながらやっていると感じています。 

 

■海女さんをコンテンツに活かす 

海女さんをコンテンツ化をしたら面白いと思います。海女さんが潜る際、GoPro（映像記録機）を着けること

で、海女さんの視点で何処にサザエやアワビ、海藻があるか等を映像化します。 

「このサイズのアワビは駄目だ」とか、ゲーム要素を入れつつ、コンテンツを作って貰えれば東京に持って行

き、プロダクション的に、この海女さんがとったものがこう売れますよ、とか付加価値をつけて売る、という展開が

できそうだなと思います。 

こういった水産業に入ってくるお金が増えていけば、鳥羽で何かやろうという流れが出来上がってくると思う。 

海女さんに注目してもらって、その海女さんが色々なことをする、最終的にはｅスポーツ等で活躍していける

高齢者が活き活きしている社会作りを出来れば良いかなと思います。 
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パネルディスカッションの様子 

３者の発表の後、本校の江崎と会場の参加者も加わって、活発な意見交換が行われた。 

 
 【進行】 

三重大学 生物資源学部 

坂本 竜彦 氏 

 

 

鳥羽商船高等専門学校 制御情報工学科 

江崎 修央 
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（5）関連資料 

 

ポスター発表資料 PDF 版 

http://initiative.s.toba-cmt.ac.jp/wp/wp-content/uploads/7e0f813ec9ce5a4004609cc7628ad9a0.p

df 

 

 

 

 

 

  

http://initiative.s.toba-cmt.ac.jp/wp/wp-content/uploads/7e0f813ec9ce5a4004609cc7628ad9a0.pdf
http://initiative.s.toba-cmt.ac.jp/wp/wp-content/uploads/7e0f813ec9ce5a4004609cc7628ad9a0.pdf


- 68 - 

 

Ⅴ－２ 地域連携 PBL の実践例 

 

2017 年 8月 1日 

海苔・牡蠣の養殖を見学 

 

2017 年 8月 4日 

海上に定点センサーを設置 

 

2017 年 5月 19日 

海面養殖の調査 

 

2017 年 5月 19日 

害獣檻監視システム設置 

 

2017 年 7月 14日 

うれし野アグリ(株)のトマトハウス見学 

 

2017 年 8月 17日 

自動給餌器制御実験 
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2017 年 11月 30日 

密漁防止システム 

 

2017 年 11月 2日 

台風被害の調査協力 

 

2018 年 3月 2日 

Hackathon イベント開催 
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2018 年 11月 11日 

玉城町住民向けワークショップに参加 

  

2018 年 12月 18日 

養殖筏の水温センサ部品交換 

 

2018 年 12月 19日 

海苔の養殖筏の監視システム 

 

2019 年 1月 17日 

アカモクの成長具合調査 

 

2019 年 2月 15日 

獣害檻の自動作動システム成果報告 
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Ⅴ－３ カリキュラム立案と学習環境整備 

 

（１）カリキュラム整備 

 本事業では、低学年時のプログラミング教育を通じた論理的思考能力の育成と地域連携 PBL を通じた課題解

決能力の育成をいかに実現するかが重要である。 

 このうち、プログラミング教育について下記に示す科目において論理的思考能力を涵養する。 

 

カリキュラム一覧 

１年生 工学リテラシ コンピュータの基本的な使い方とタッチタイピング技術を修得する 

情報工学基礎 C 言語を利用して制御構造（順次、分岐、反復）を身につける 

2 年生 

 

プログラミング Python をもちいて制御構造のほか、外部 API の呼び出し方法を学ぶ 

情報工学 クラウドとデータベースをもちいたWeb サイトの構築技術を学ぶ 

電気情報実習 マイコンとセンサをもちいてハードウエアとの連携について体験する 

3 年生 マイコン工学 マイコンにおける AD 変換、割り込み処理などを実装する 

アルゴリズム 整列、探索、再帰などの実例を通じて論理的な思考能力を涵養する 

 

 また、商船学科については、1年時の情報リテラシにおいてコンピュータの基本的な使い方、タッチタイピングを修

得するほか、制御構造についても学習し、今後専門科目を学ぶうえで、様々な仕組みを論理的に理解できる思考

を育成する。 

 

（２）学習環境整備 

 また、PBL を通じた課題解決能力の育成に関しても（１）で示したカリキュラム整備とともに、以下に示す学習環境

の整備を行った。 

 

① 地域の課題を発見するためのネットワーク形成 

② PBL 実施のための学習環境整備 

③ PBL および講義・実験科目実施のための機材整備 

 

 このうち「①地域の課題を発見するためのネットワーク形成」について、地域の自治体、教育機関、企業などと連

携を図る必要がある。そのため、本校では平成２９年11月に三重県工業研究所、平成３０年3月には鳥羽市との

包括連携協定を締結している。また、一部の教員は「2三重県地方創成コンソーシアム」に参加し、第 1次産業に

従事する方や県庁の職員らと意見交換を行っている。 

  

                             
2行政機関及び大学には、農林水産業の成長産業化に向け、農林水産事業者のみでは対処できない課題に向き合い、その解決の

ために協力していくことが求められている。本企画は、県をはじめとする行政機関・大学・（農林水産業以外も含む）事業者・その他関

係者による定期的なセミナー（勉強会、発表会）を開催することで、幅広い関係者による問題意識の共有を図るとともに、協力関係を

構築し、参加者からの提案に基づき、具体的な課題の解決に取り組むものである。  

２か月に１回程度、農業、水産業、林業、地域づくりなどに焦点を当てながら、「具体的課題の解決」「問題意識の共有・課題の発

掘」「取組の共有」などについて、いくつかの話題提供をもとに、意見交換を行う。 
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また「②PBL実施のための学習環境整備」については、学生と教員のグループによって課題解決を進めていくた

め、コミュニケーションを円滑に行うための机の配置、情報共有ツールの活用について重点的に整備する必要があ

る。 

机の配置については、基本的にフリーアドレス（座席自由）とし、デスクトップパソコンではなく、ノートパソコンを推

奨している。情報共有ツールとしては、ディスプレイ・プロジェクタを多数配置する他、ホワイトボードについても多く配

置することで、状況に応じて利活用するものとしている。 

 

 

共同学習を円滑に行う机配置 

 

また、「PBL および講義・実験科目実施のための機材整備」について、コミュニケーションに用いる各種ツールは

もちろん、デジタルファブリケーションを実現するための３D プリンタおよび小型の工作機械を各実験室に配置した。

このレイアウトにつても工程順に並べておくことで、円滑な作業が行えるように配慮してある。 

 

 
工程を意識した工作機械の配置 
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工業系の学科が設置されている３号館は４階建てであるが、４階を主に情報系、２・３階を電気電子系、１階を

機械系のグループとすることで、例えば重量物は上階まで持ち上げる必要がないようにするなど配慮した。 

 

 

分野とフロアの関係 
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VI. 取り組みのまとめ 

 

 

昨年度に引き続き、今年度も地域連携 PBL の実施環境強化を行った。地域連携 PBL への参加人数について

は平成２８年度には参加人数２０名であったのに対し、平成２９年度は５０名、平成３０年度は電子機械工学科で

の実践や商船学科からの参加もあり、１００名余りの学生が参加し当初計画の８０名を大きく上回る結果となった。

この取り組みでは、これまでの机上の学習だけにとどまらず、学生が持つ技術を必要としてくれる人々と出会い、挫

折と成功を体感することで、さらに学習意欲がわき、それぞれの学生生活がより充実したものになったと考えられ

る。  

一方 IT関連資格試験の取得では、この２年間の取り組み結果として、平成３１年１月時点で、ＩＴパスポート試験

に１１名、基本情報処理技術者試験に１名が合格している。今後も資格取得に向けたカリキュラム内容の更なる

充実を進めていく。 

また、この２年間、本事業成果の報告の場としてフォーラムを開催してきた。フォーラムでは、地域連携 PBL で

の取り組みにおける成果報告の場とするとともに、基調講演、パネルディスカッションを通じて外部有識者の貴重な

意見を聞くことができた。 

今後は、平成３１年度より開設される新学科「情報機械システム工学科」において、この事業での取り組みを継

続していくとともに、一層の推進を図っていく。 
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●編集・発行・問合わせ先● 

独立行政法人国立高等学校機構 

鳥羽商船高等専門学校 総務課 企画・地域連携係 

〒５１７－８５０１ 三重県鳥羽市池上町１－１ 

TEL: ０５９９－２５－８４０２ FAX: ０５９９－２５－８０２６  

MAIL: soumu-kikaku@toba-cmt.ac.jp 

HP: http://initiative.s.toba-cmt.ac.jp/wp/ 

Facebook : 第４次産業革命を促進するプログラマ育成と地域活性モデル 
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